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　大久保駅に降り立つと線路
の向こう側に大きな三角の窓
を持つ建物が目を引く。屋根
の形状は上空から見れば十字
ではと想像に駆られる。
　11 月 15 日 淀 橋 教 会 で 第
61 回海外交流の会が開催され
た。この教会がホームから見
えた建物である。今回はこの
教会を設計された稲冨昭氏を

お招きして、UIFA 会員の谷村留都さんのインタビュー形式
で講演が行われた。先に館内見学、その後講演、懇親会の
運びとなった。
　ガラスが多用され光溢れる館内。礼拝堂は幾何学模様の
白壁が弧を描き天井へと続くその高さ 22 メートル。天井中
央部には十字架の型のガラス窓。その延長線上に光のバト
ンを繋ぐ様に四隅に三角の大きなガラス窓。ここには祈り
の場に有りがちな張り詰めた空気感が無く、優しく包まれ
た温もりを感じる。それは麻布が張られた障子や拭き漆で
仕上げた欄干など各所に日本建築の技が光るからか。
　この礼拝堂で稲冨氏は静かに記憶のページを捲り語られ
た。ヴォーリズの元で仕事をなさっておられた氏は、ヴォー
リズ没後建築の勉強をやり直したい強い想いで渡米。グロピ
ウスに出会い、ヴァージニア工科大、MIT、ハーバード大大
学院を経て TAC（The Architects Collaborative）に協同し帰国。

　この TAC は、グロピウスの考えに賛同した優秀な者数十
名が、彼の考えを実践する弟子達として活動していた。グ
ロピウスを含めたリーダー達がパートナー会議を開き、活
発な議論を行い様々なプロジェクトを企画、立案。その仕
事の幅は建築のみに留まらず生活用品など多岐に亘った。
　そしてこれら全てはヴァージニア工科大の教育の基礎と
なっている。
　人は物を作りながら物事を考えるタイプと抽象的に物事
を考えるタイプがいる。建築家は前者と言えよう。そう言
う意味では建築家に天才はいないと稲冨氏は語る。　建築
は言葉である。多くの案を出
し、互いを批評しその言葉に
耳を傾ける。幾度となくその
作業を繰り返し、言葉を磨き
積み上げて形を造っていく。
それは俳句をつくる事と似て
いる。語るべき豊かな内容を
持っていないと良い物は出来
ない。
　 講 演 会 終 了 時 天 井 を 見 上
げた。頭上の十字架は光の入
射 角 の 変 化 で 淡 い 白 色 の 単
色 か ら 青 白 い 光 と ク リ ー ム
色 の 光 の ２ 本 の 十 字 架 に 変
わっていた。

■主な内容
●第 61 回海外交流の会　参加記
　　「人間と大都市―ヴァージニア工科大学の教育を原点として―」
●特集：「会員の活動と作品の紹介２―地域で職場で―」
　　・「小谷部育子・材木座で『座やまのべ』を開く」
　　・温故知新・時流心穏
　　・地元では • た • ら • く
　　・寺本晰子さんを偲ぶ
●被災地通信（10）
●「この指とまれ」報告
●全国まちづくり会議 2014 in 北上
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第61回海外交流の会　「人間と大都市－ヴァージニア工科大学の教育を原点として－」参加記	 橋本　ゆかり
61st Intercultural Lecture：Approaches toUrbanismatVirginiaTech	 HASHIMOTOYukari

UIFA JAPON NEWSLETTER 100 号編集に向けてのお願い　－会員活動特集号です
　会員の皆様、2015 年度早々にユイファ・ジャポンのニューズレターも 100 号を迎えます。また、2015 年夏には、
アメリカのバージニア工科大学を中心に、第 18 回 UIFA 世界大会が開催される予定です。
　そこで、ニューズレター編集委員会では、会員の皆様のお仕事や近況などを集め、また英文併記とする特別号を編
集したいと考えています。是非とも会員の皆様に一言ずつのメッセージを、下記の内容と日程でお寄せいただけます
よう、お願いいたします。
　○日本語：300 字以内 + 英語：100words 程度＋写真 1 枚（写真は 1MB 程度、ワード等に貼付けないでお送り下さい）
　○内容：自身の取り組みについて、現在、過去、未来いずれでも可
　○原稿日程：2015 年 2 月 27 日（金）までに、ユイファ・ジャポン事務局へ郵送、
　　あるいは 100 号編集担当 渡邉（w-kiyomi@jca.apc.org）又は宮本（miyamoto@iot.ac.jp）宛にメール送信

9 月 7 日（日）東京都の慰霊堂のある
横網町公園で第二回首都防災ウイーク
のイベントとして、どこでもカフェ

「BOUSAI 茶会」を行った。冷たいお
抹茶と和菓子という謳い文句で水点て
作法に通じた板東みさ子会員がお茶の
先輩と和服姿で参加し、お茶会の雰囲
気を盛り上げた。雨も次第に上がり、
テントでのお茶会は心地よい雰囲気で
和やかな交流の輪が広がった。

（写真：渡邉）

講師の稲冨昭氏(右)とインタビュアーの
谷村さん(左)（写真：渡邉）

光溢れる礼拝堂内部
（写真：渡邉）

国際女性建築家会議　日本支部
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特集：会員の活動と作品の紹介２ ～地域で職場で～ 

「小谷部育子・材木座で『座やまのべ』を開く」
KOYABE	Ikuko	Lecture	on	Za	Yamanobe	in	Kamakura

温故知新・時流心穏	 川口　亜稀子
Rediscovering	Lessons	from	the	Past	 KAWAGUCHI	Akiko

惜別：「闘病中の 9 月 16 日　
小谷部より下記原稿を監修し
たことのお返事メール『渡邉
さん　ありがとうございます。
渡邉さんの原稿を読んで、改
めて自分の遣っていることの
重要さを再認識しました』」だ
が・・10 月 5 日千の風にのる。
さようなら小谷部。また天国
で続きの議論をしたいものだ。
報告：「座やまのべ」はこれ
からも地域に開かれ続ける。

（渡邉 喜代美）

地域に開く談話室活動で深まる・繋がる
　鎌倉の材木座に居を移した小谷部育子とパートナー山崎一
眞は、築 80 年の和風木造住宅を私的に住まうと同時に、そ
の一部を開き「座やまのべ」として 2013・9 月から談話室
活動を続けている。開放されているのは一階の二間続きの和
室や前庭などで、丁寧に修復された建具や床の間、座敷は静
粛の中にあって、開かれている居心地のよさが感じられる。

「座やまのべ」は、2013 年 9 月「秋の茶話会」を初め、10
月「皇国地誌に見る材木座の姿とカタチ」11 月「平家琵琶
を聴く」2014 年 1 月「写真で語る材木座のまちとくらし」
2 月「材木座の女性たち」3 月「材木座の別荘地時代」4 月

「春の茶話会」5 月「材木座のマリンスポーツ事情」6 月「守
りたい・育てたい鎌倉の風景～材木座から考える」7 月「材
木座のまち育て活動　その 1」そして、11 回目の 2014 年 9
月「市担当者と語り合う材木座の風景」と魅力的な題材で満
1 年。語り部は、材木座在住の市民を中心に、主に材木座を
フィールドにして活動や創作活動に関わる幅広い分野の方で
ある。テーマが茶話会、平家琵琶など室内での文化的、美的
経験に関するもの、歴史と微地形が織りなす風景に関するも
のに収斂しつつあるという。

社団「鎌倉・湘南景観フォーラム」を設立
　共に研究者、大学教員として活動してきた 2 人は、1 年間
の「座やまのべ」活動で見えてきたものはコミュニティ景観
の重要性だとして、2014 年 6 月、一般社団法人「鎌倉・湘
南景観フォーラム」の設立を果たした。社団が目指すものは、
美しい自然環境と歴史的遺産を持つ鎌倉・湘南の景観と生活
環境を住民自ら考え、活かし、守り育て、慈しみ、未来に
向け働きかけていく仕組みづくりと実践を目的とし、それに
資する事業を行うとしている。具体的には 1．歴史的建造物

「座やまのべ」の維持・活用に係る事業　2．コミュニティ景
観の維持・向上に向けた人とひと、家とまちを繋ぐ事業　3．
コミュニティ景観の維持・向上に向けた研究啓発に係る事業
などである。
　談話室活動からフォーラム設立へ、果敢な挑戦に敬意を表
しつつ、材木座という一地域の「座やまのべ」発信が、各地
に、世界に、広がり影響を与え、コミュニティ景観の重要性
が、議論が、研究が深まること、そして、それぞれの地域で

の実践を希求する。
（この原稿は “共に住む” 住まいづ
くり・まちづくりの活動を ALCC、
NPOCHC などで協働してきた小谷
部育子と、パートナー山崎一眞か
らの資料提供によって渡邉喜代美
が取材作成、両人に監修いただい
たものである。本来、小谷部が書
く予定だった。「座やまのべ」に
刺激された渡邉は地元南青山でも
フォーラムを開きたいとひそかに
思う。）

　「日本古来の生活を現代に
生かし時間を経る毎に、心
が穏やかに満たされる住ま
い」。事務所を開設して 19
年目になりますが、独立当
初からの住まいの設計コン
セプトは今でも変わらない
軸となっています。

　ここ最近は、原子力廃棄
物最終処分場の研究施設や、

東日本大震災の被災地を訪問して現状を見聞するなどエ
ネルギー問題を考える機会が増えており、倍々ゲームの
様な勢いで 50 年前より 6 倍近いエネルギー消費している
現状を憂い危機感が高まります。この当たり前にある電
気は将来の生活では当たり前ではないと実感。
　少しでもこれからの住ま
いづくりで消費を縮小でき
ないものかと思案するとや
はり、昔の生活を見直して
太陽の恵みを積極的に取り
入れることをこれからの住
まいづくりに生かしたいと
考えています。
　省エネ住宅を設備や断熱
材に頼るだけでなく、季節
や用途で可変するプランニ
ングで朝の光を積極的に取
り込み、階段などの移動を
楽しくすることで適度に運
動出来るなど考慮して、日
本の風土に合った暮らしで
自らの力を引き出す自然治
癒力が高まる住まいを提案
できればと考えています。

　住宅設計と合わせて、古く良き建物を残し活用に導く
担い手としての仕事をこれからの主軸にしたいと考えて
います。
　私の事務所のある「名古屋陶磁器会館」は昭和初期の
建物で、陶器の輸出業が繁栄時に組合事務所として建て
られ登録有形文化財に指定されています。長年使い込ん
だ風合いと当時だからこそ出来た技術に囲まれ、使い込
むほどに愛着が増し、良き建物を保存活用する動きに関
心が高まっています。

　名古屋陶磁器会館もテナ
ント貸しをすることで人の
行き来が増え、陶磁器の展
示室を整備し昔の絵付けを
伝承するイベントを増やし
たりと会館の良さを知って
もらう機会を増やし、地域
の関心も広まり活気づいて
います。その過程を知る者
として、建物保存と活用を
今後の活動として生かした
いと考えています。

名古屋陶磁器会館（登録有形文化財）

自然の風とトップライトの光が室内全体
に行き渡る。身体を楽しく動かし、心が
満たされる場所をつくり、空気が滞らな
い住まいが人の健康につながり、自然治
癒力を高める。そんなことを考え心がけ
ています。

2014/6/14鎌倉森邸にて　   （写真：渡邉）

闘病中、「座やまのべ」に開いた自邸のエ
ントランスにて2014/6/14（写真：渡邉）

（左手に回ると開放されている中庭。改修
以前はブロック塀で覆われていた。）
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Special Feature: UIFA Member Activities

地元では・た・ら・く	 福井　綾子
Working in My Area	 FUKUI Ayako

寺本晰子さんを偲ぶ	 宮本　伸子編
RememberingTERAMOTOSekiko	 editedbyMIYAMOTONobuko

　私は、いろいろのグループ、
神奈川県建築士事務所協会川
崎支部、神奈川県建築士会川
崎支部、NPO かわさき住環境
ネットワーク、女性建築技術
者の会に参加しています。

　平成 17 年からはじまった
制度で、川崎市の市民が無料
で耐震診断を受けることがで

きる木造住宅耐震診断士派遣制度による「木造住宅耐震診
断士」に登録しています。
　耐震補強工事には費用が掛かることに対し、川崎市では
その費用のうち最大 200 万円の助成金を受けることが可能
です。診断した建物を精密診断、補強計画の作成、工事監
理等を診断士として業務委託を受け年間 2 から 4 件位を担
当しました。現在は工事監理終了後に工事中の写真のまと
めと竣工後の図面作成、計算書等の報告書の作成に追われ
ています。
　神奈川県建築士事務所協会においては「会員設計事務所
への苦情相談業務」という電話相談、面談相談等にも数ヶ
月ごとに交代で参加しています。工事のトラブルや設計の
進め方等一般市民の相談も少なくありません。

　相談は NPO かわさき住環境ネットワークにおいても、川
崎市内の南部北部の 2 箇所での相談窓口コーナーを運営し
ています。設計、施工、近隣との問題の相談を受け、一回
だけ無料の現地相談もあります。
　月一回の定例会の場で相談内容について討論し情報を共
有し、メンバーの力量アップに努めています。こちらは 10
周年目です。

　女性建築技術者の会は 1976 年発足し、事務局を持って
います。
　年に 10 回ほどの定例会を企画運営し、勉強会や交流会が
盛んです。会報の名前は「定木」（じょうぎ）。各グループ
によって、編集、発送などの運営も工夫しながら行ってい
ます。
　10 年目には「よくばり協奏曲」20 年目には「よくばり
協奏曲第 2 楽章」を発行し 30 年目には「アルバムの家」を
三省堂から発行しました。2016 年は 40 年目の節目にあた
ります。かかえる問題の共通性、会員同士でできることを
できる会員が支えあってきたところが強みです。

去る 2014 年 8 月 21 日に、寺本晰子さんが他界されまし
た。ご病気と伺っていましたが、会員の活動として執筆
していただく機会を逃してしまったので、何人かの会員
のリレー思い出トークで寺本さんの多様な足跡の一部を
偲びたいと思います。　　　　　　　　　　　（宮本伸子）

●出会いは、芦花前住宅団地。大学の級友を通じて知り
合い、仕事の時は乳飲み子を預かったりもしました。ラ
ンチの誘いに少し遅れたらパスタは冷蔵庫の中、食に
こだわるイタリアでの生活経験者だから？と妙に納得
したものです。今思うと、仕事と子育て等の生き方が、
work･life･balance を実践していたかのようでした。

（小池和子）

●法政大学大江宏ゼミ出身のご縁で、建築系卒業生の女
性グループを立ち上げたり、東京建築士会女性委員会で
は、UIFA の日本大会で発表するパネルを深夜までかかっ
て作りました。鳥取大会の折「投げ入れ堂」に、悪天のなか、
草鞋履きで岩山を這うように登り、見事な佇まいに息を
のみ、宿願成就の喜びを語り合ったことも忘れられない
思い出です。　　　　　　　　　　　　　　（石川彌榮子）

●日本建築家協会（JIA）で私が印象深いのは JIA 中野ク
ラブ（地域会）での活動でした。今は亡き中村陽子さん
を含め私の所属する杉並地域会と中野の共催で中央線沿
線シンポジウムを開いたときにも温かく応援して下さい
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（寺尾信子）

●中越地震後の災害復興見守りチームで、長岡市法末に
おいて、住宅相談だけにとどまらず稲作から景観づくり
まで週末に泊まりがけで行う活動は、ハードな中で同士
のような関係になったと思います。間取りや柱の傾斜の
実測を行い、世帯ごとに整理してメンテナンスノートと
して配布する活動の中で、寺本さんは危ないと判断した
家には断固危ないと言い対処法の提案を行うなど、建築
士としての責任感の強い方でした。　　　　　（安武敦子）

● 2005 年の冬、美々卯でうどんすきをつつきながら、「あ
なたを UIFA  JAPON 震災復興見守りチームにスカウトし
ます」といわれました。それが UIFA に入るきっかけでし
た。いろいろな事を厳しく教えてくれ、寺本さんに出会
わなかった場合の人生は、もはや想像がつきません。寺
本さんのこと、決して忘れない。　　　　　   （森田美紀）

法末のブナ林の中で笑顔の寺本さん（右）2007 年 4 月（写真：宮本）女性建築技術者の会では 10 年の節目ごとに本を発行してきた
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　今年度より理事会が２ヶ月に１回になった。それを機に建
築などの見学会を開こうと、各理事が持ち回りで「この指と
まれ」を企画担当することになった。第 1 回は広報の私が
担当になり、事業の正宗さん・岸
本さんの協力を得て加地邸見学を
行った。
　この建物は 10・11 月に毎週末だ
け特別公開中で、11 月 1 日（土）、
他の見学者がいる中で、UIFA 向け
に井上祐一先生の解説をお願いし
た。既に見られた方もおり、参加者
は 10 名だったが井上先生の丁寧な
お話にとても満足した。雨天で混ん
でいなかったことも幸いし、じっく
り見ることができた。中庭の喫茶
コーナーで建物やその将来について
話が弾んだのも楽しかった。

　NPO 日本都市計画家協会が毎年開催する「全国まちづくり
会議 2014 in 北上」は 9 月最終週末、27、28 日に岩手県北上
市さくらホールで行われた。今回が 10 回目となるが、開催地
は首都圏と地方が半々、東日本大震災後は神戸、長岡、北上と
地方開催が続いてきた。この会議は協会が専門家集団として、
草の根まちづくりを支援するのを目的として始まったが、逆に
専門家のあり方を問い、示す場ともなっているのだと思う。
　UIFA JAPON は建築家を主とする集まりだが、私は建築の基
盤となるまちの構造寄りに関心があるので、これまでの被災地
支援活動パネルと共に、自治体ごとの復興計画に注目した表や
グラフを展示した。今号に挟み込んだ A3 の紙にパネル内容が
印刷されている。ネット上には膨大な情報が公開されているが、
被災や復興の状況は全体像が
見えにくいと感じたのが、資
料作成の動機だった。
　会議中でパネルの説明をし
た車座交流会では、アメリカ
でもハリケーン被害の際、女
性建築家の支援活動があった
が、女性ならではの面はある
かとの質問を受けた。

　去る８月 30 日の郡山惠向公園団地「どこカフェ」
での一コマ。団地内を歩いている時、３人の老熟年男
性が日向ぼっこして語らっている中に入って聞くと、

「どうやったら死ねるﾝだろう、毎日そんな事ばかり考
えているのだ」という。「そうだよね、けど世のなか絶
対変わるからそれまで何とか生きててヨ」と答えたの
が未だ脳裏を離れない。
　8 万人も減った福島県人口。第１原発と第 2 原発の
ある 7 町村民は全員避難させられ、部分的避難解除さ
れつつある現段階でも県内外に未だ約 12 万人もの方
が避難されている。災害公営住宅への転居状況を見る
と、建設計画は、宮城は 1.6 万戸、福島 8 千戸弱、岩
手 6 千戸の計 3 万戸とあるが、入札不調や用地取得困
難等で、未だ完成は 1 割の 3 千戸弱、建設中は 1 万戸
余という実態である。所得に応じた減免措置はあるも
のの市営住宅並みの賃料で、3K20 坪前後 3 ～ 6,5 万
円とか。待ちに待った公営住宅と云えど賃貸未経験者、
地の利、職場等とこれまで 50 ～ 70 坪前後の戸建てに
住んでいた被災住民は、入居に躊躇している。
　自立再建戸建住宅ですら 40 坪前後の住宅。高断熱、
バリアフリー、エコハウスを謳い文句に資材、職人不
足を盾に坪 70 万円を並みとする住宅業界。そんな中、
宮城県内設計事務所工務店でつくる県地域型復興推進
協議会は土蔵を参考とした「蔵工法」と称す新しい工
法で工期短縮、高強度の住宅を開発した。外周壁の筋
交いや胴ぶちの作業手間を省き 500 ピッチの地域材
柱＋下地構造用合板耐力で高強度化したもので、食洗
機、IH キッチン、エコキュートという高設備にカーテ

ン、照明、設計料込
の延 35 坪税込 1650
万円という質の高い、
安 価 な 住 宅 で あ る。
自分も地元業者の復
興支援の心意気に共
鳴、普及に努めたい
と思っている。
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■編集後記
東欧・中欧の木の住まいを見巡り、日本の行く末に思いを馳せる年
の暮れです（井出）。　あっという間に一年が過ぎていきますと昨年
も同じ一言（薄井）　最近あちこちの点がつながりはじめて、思わぬ
方向に展開してゆく。面白い（須永）　NEWSLETTER は、編集長と 10
人余りの委員の連携プレーで、夏の終わりの「企画案」が、クリス
マスに「結実」。（御舩）　99号が年末に出るといよいよ100号始動だ。
頑張ります。（宮本）　友たちが千の風にのって行くのを見送りつつ、
はてさて老少は志に生きようか（渡邉）　気がつけばまた冬空の下、
ドタバタと走るだけで終わってないか？答えるのが怖いかも（神村）
　来年は甥が年男。あの赤ん坊が 12 歳！歳月の早さに驚くばかりで
す。(石川）

■役員会報告
2014 年度第 4 回 9 月 25 日　会議に先立ち平野正秀賛助会員か
ら伊豆大島の報告および大島での「お抹茶カフェ」要請。岩泉
町「だれでもフォトグラファー」報告　「郡山どこでもカフェ」、
墨田区横網町「防災カフェ」、第 1 回岩泉自主カフェ報告　第
61 回海外交流の会準備開始　この指とまれ企画変更　NL98 号
8/25 に発刊・NL99 号編集報告　
第 5回 11 月 14 日　この指とまれ「葉山・加地邸見学会」報告
　伊豆大島どこでもカフェ開催報告　IAWA アドバイザー会議
に松川淳子出席報告　第 61 回海外交流の会準備・第 62 回企画
　入会案内挟込み書更新 NL100記念号企画説明 NL99号編集報告

「蔵工法」の内部 500 ピッチで地元材柱が並ぶ
岩手県北上市さくらホール内部の展示会場

加地邸パンフレット

全国まちづくり会議 2014	in	北上に出展	 北本　美江子
Exhibition at JSURP Conference in Kitakami KITAMOTO Mieko

頑張る被災地、だが実情は。	 岩井　紘子
The	Reality	of	Tohoku	Reconstruction	 IWAI	Hiroko

この指とまれ「加地邸をひらく -継承をめざして -」
薄井　温子

Please	Join	Us	in	Eff	orts	to	Save	Kachi	Villa	 USUI	Haruko

URL :http://uifa-japon.com 

被災地通信（10）
Report	from	the	Desaster	Area	(10):
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UIFA JAPON（国際女性建築家会議　日本支部）
と自然災害被災地への支援活動

UIFA JAPONは、UIFA の日本支部として、世界の女性建築家たちと連繋しながら、よりよい都市・
建築の創造にむけて活動しようと、1992 年に設立された女性建築家を中心として構成された団
体です。
　2004 年の中越地震を契機に、その中に「災害見守りチームを設置し、以来長岡市小国町法末
で支援活動を継続してきました。
　東日本大震災ではその経験を活かし、岩手県岩泉町、福島県郡山市、福島県新地町などで、い
ろいろな支援の形を模索しながら、UIFA JAPON全体として支援に携わっています。
　支援活動の中では、
　（１）被災者にできるだけ寄り添うこと
　（２）継続性を大切にすること
　（３）被災者自らの活動につなげること
を大切にしてきました。

　全国まちづくり会議 in 北上に際して、東日本大震災の復興状況を振り返り、一覧できるよう
にまとめるとともに、2013 年モンゴルで開催された UIFA 世界大会において発表した「UIFA 
JAPONの被災地支援活動」のパネルを掲示するものです。

UIFA JAPON： 〒 102-0083 千代田区麹町 2-5-4 第二押田ビル（株）生活構造研究所内
電話：03-5275-7861、e-mail：uifa@liql.co.jp　URL:http://uifa-japon.com
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